
は
じ
め
に

同
志
社
の
生
ん
だ
偉
大
な
社
会
事
業
家
・
留
岡
幸

助
は
「
一
路
到
白
頭
L
 
を
座
右
銘
と
し
て
、
終
生
を

専
心
一
事
業
に
挺
身
し
た
け
れ
ど
も
、
人
の
一
生
は

各
々
の
持
つ
資
質
や
境
遇
を
契
機
に
し
て
、
様
々
な

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
,
ン
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
る
0

天
の
父
よ
、
昔
荒
野
で
飢
え
た
予
言
者
を
養
い
給
い
し
如

父
な
き
貧
し
い
弱
き
児
を
孚
み
育
て
、
今
日
に
到
ら
せ

、

く給
う
御
恵
を
惑
謝
し
奉
る
0
 
曽
て
は
悲
し
と
思
っ
た
一
っ
一

つ
の
出
来
と
と
は
、
い
づ
れ
も
天
の
父
の
愛
の
鞭
で
あ
り
ま

し
た
0
 
數
き
れ
な
い
御
恵
み
の
数
々
の
内
で
も
賢
き
母
、
良

き
妻
子
、
に
加
え
て
、
世
に
も
得
が
た
き
立
派
な
師
友
を
与

え
て
い
大
ゞ
き
ま
し
北
0
 
お
か
げ
で
何
一
つ
取
り
所
の
な
い

罪
深
い
僕
が
、
入
信
以
来
七
十
一
年
問
、
怪
我
も
病
気
も
せ

ず
に
、
無
病
息
災
で
、
こ
こ
に
米
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
能
ま

し
た
0
 
モ
れ
の
み
で
な
く
国
の
内
外
を
問
は
ず
、
數
百
に
上

る
先
輩
、
同
志
等
が
不
肖
の
私
を
励
ま
し
祝
っ
て
被
下
ま
し

た
。
斯
る
御
鴻
恩
に
対
し
、
愚
か
な
私
は
何
と
お
こ
火
え
申

し
て
よ
い
か
、
た
ゞ
聖
名
を
た
、
え
て
栄
光
を
天
父
に
帰
し

ま
つ
る
の
外
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

世
の
凡
て
の
罪
人
を
救
は
ん
と
て
、
自
ら
十
字
架
に
か
、

り
給
え
る
主
イ
エ
ス
の
御
名
の
為
に
、
こ
の
感
謝
の
祈
を
受

け
さ
せ
給
へ
0
 
了
ー
メ
ン
0

で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
、
牧
野
自
身
、
越
し
か
九

ハ
ハ
年
に
亘
る
人
生
行
路
を
一
人
の
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
生
き
た
想
い
出
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

一
、
生
涯
と
足
跡

牧
野
虎
次
は
明
治
四
年
七
月
三
日
、
滋
賀
県
蒲
生

郡
西
大
路
村
で
、
父
・
安
良
、
母
・
寿
子
と
の
四
番

目
の
子
供
(
兄
一
人
姉
二
人
)
と
し
て
生
を
享
け

た
。
故
郷
の
朝
陽
小
学
校
(
朝
陽
学
人
と
称
す
る
の

も
こ
れ
に
依
る
)
を
経
、
一
八
年
、
官
立
大
阪
大
学

分
校
に
入
る
が
中
途
退
学
し
、
二
0
年
、
同
志
社
英

学
校
に
入
学
す
る
。
二
五
年
六
月
、
同
志
社
を
卒
業

し
て
か
ら
は
、
熊
本
東
亜
学
館
教
師
、
同
志
社
予
備

校
寮
長
、
北
海
道
集
治
監
教
壽
師
、
土
佐
基
督
教
会

伝
道
師
、
エ
ー
ル
大
学
留
学
、
『
基
督
教
世
界
』
の
編

輯
京
都
四
条
教
会
牧
師
、
日
本
組
合
教
会
幹
事
、

内
務
省
嘱
託
、
満
鉄
社
会
課
長
大
阪
府
嘱
託
、
東

京
家
庭
学
校
長
、
同
志
社
総
長
、
戦
後
に
お
い
て
、

京
都
府
教
育
委
員
長
、
ホ
ノ
ル
ル
・
マ
キ
キ
聖
城
教

会
牧
師
、
シ
カ
ゴ
基
督
教
会
牧
師
等
を
歴
任
し
、

「
こ
れ
ほ
ど
多
彩
な
人
生
行
路
に
成
功
し
た
基
督
教

徒
は
珍
し
い
」
(
『
同
志
社
九
十
年
小
史
』
)
と
称
さ

れ
る
程
変
化
に
富
ん
だ
人
生
を
送
り
、
昭
和
三
九

年
二
月
一
日
、
九
二
歳
で
他
界
す
る
。
こ
の
間
、

こ
れ
は
、
牧
野
虎
次
が
米
寿
を
迎
え
、
そ
の
記
念

に
上
梓
さ
れ
た
『
針
の
穴
か
ら
』
(
昭
和
三
三
年
)

と
い
う
書
物
の
冒
頭
「
感
謝
の
い
の
り
し
と
い
う
文

室田保夫
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『
基
督
教
世
界
』
等
の
キ
リ
ス
ト
教
系
の
新
聞
、
雑

誌
、
或
は
『
社
会
事
業
研
究
』
『
人
道
』
等
の
社
会

事
業
関
係
の
紙
誌
に
数
多
く
の
論
文
を
発
表
し
、

『
旧
約
全
書
総
論
』
(
明
治
三
八
年
)
『
新
約
全
書
総

論
』
(
明
治
四
0
年
)
『
基
督
の
聖
訓
』
(
同
年
)
『
留

岡
幸
助
君
古
稀
記
念
集
』
(
昭
和
八
年
)
等
の
編

著
書
も
あ
る
。

い
ま
、
こ
こ
で
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
亘
る
牧
野
の

足
跡
を
概
観
す
る
と
、
凡
そ
、
牧
会
事
業
、
社
会
事

業
、
教
育
事
業
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
事
業
は
決
し
て
別
個
に
存
在
し
た
も
の
で
な
く
、

「
感
謝
の
い
の
り
」
に
窺
え
る
よ
う
に
、
奉
教
以
来
の

キ
リ
ス
ト
教
を
原
基
に
し
て
生
ま
れ
た
も
の
に
す
ぎ

な
い
こ
と
を
先
ず
止
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ニ
、
回
心
と
同
志
社

生
涯
を
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
た
人
に
と
っ
て

「
回
心
L
 
が
、
そ
の
人
生
に
燦
然
九
る
輝
き
を
放
つ

よ
う
に
、
牧
野
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
も
、
生

涯
を
決
定
的
な
ら
し
め
る
べ
く
劇
的
な
も
の
で
あ

り
、
後
世
ま
で
脳
裏
に
鮮
明
に
刻
み
込
ま
れ
て
い

る
。
牧
野
が
生
ま
れ
て
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
に
超
遁

し
九
の
は
、
同
志
社
の
入
学
式
の
時
で
あ
り
、
柏
木

義
圓
の
祈
り
の
中
で
の
「
天
の
父
」
と
い
う
争
呈

即
ち
「
天
父
を
呼
ぷ
衷
情
の
叫
聲
」
に
胸
打
た
れ
六

か
ら
だ
と
、
そ
し
て
「
自
分
は
こ
の
時
初
め
て
霊
界

の
実
在
に
触
れ
、
自
か
ら
『
義
し
き
者
の
祈
り
は
力

あ
る
も
の
』
な
る
を
悟
り
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

行
く
々
々
自
分
の
生
涯
に
一
転
向
を
与
ふ
る
動
機
と

な
る
に
至
っ
た
」
と
当
時
を
述
懐
し
て
い
る
。
(
復

刊
『
人
道
』
一
三
云
ぢ
)
そ
し
て
、
牧
野
は
明
治
二
0

年
二
肩
一
八
日
、
同
志
社
教
会
で
大
塚
素
ら
と
共

に
金
森
通
倫
よ
り
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
牧
野
の
同
志
社
で
の
同
窓
に
は
、
西

村
清
雄
、
山
本
徳
尚
、
大
塚
素
、
上
級
に
留
岡
幸

助
、
吉
田
清
太
郎
、
下
に
水
崎
基
一
、
山
室
軍
平
ら

が
お
り
、
新
島
や
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
、
デ
ビ
ス
等
々
の

良
き
師
、
良
き
先
輩
、
友
人
に
恵
ま
れ
た
学
窓
生
活

で
あ
っ
九
。
し
か
し
、
不
幸
に
も
尊
崇
す
る
新
島

は
、
牧
野
の
在
学
中
、
大
学
設
立
寄
金
募
集
奔
走
の

途
で
天
折
す
る
。
だ
が
、
新
島
の
「
活
け
る
力
あ
る

基
督
教
主
義
」
(
「
黒
社
大
学
設
立
の
旨
意
」
)
の

理
念
は
他
の
学
窓
と
共
に
、
若
き
牧
野
の
中
に
も
浸

透
し
て
い
九
と
考
え
て
ょ
い
。
牧
野
は
明
治
二
二
年

四
月
、
『
同
志
社
文
学
会
讐
』
に
「
敢
テ
問
フ
同
窓

ノ
諸
君
」
と
題
し
、
「
我
校
特
有
ノ
元
気
」
と
し
て

「
活
ケ
ル
能
カ
ア
ル
基
督
教
ヲ
実
際
二
応
用
ス
ル
」

こ
と
に
あ
る
と
説
き
次
の
よ
う
に
開
陳
し
て
い
る
。

吾
人
ガ
基
督
教
ヲ
奉
ズ
ル
所
以
ハ
決
シ
テ
哲
理
深
遠
ナ
ル

ガ
故
二
丁
ラ
ズ
シ
テ
是
二
由
テ
吾
人
ノ
品
格
ヲ
養
ナ
ヒ
吾
人

ノ
生
命
ヲ
得
以
テ
真
正
ノ
人
問
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ

ザ
ル
ナ
リ
活
ケ
ル
水
活
ケ
ル
パ
ン
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
外
ナ

ラ
ザ
ル
ナ
リ
此
ノ
水
卜
此
ノ
.
ハ
ン
ト
ニ
由
テ
生
活
ス
ル
者
コ

ソ
真
二
我
校
特
有
ノ
元
気
二
由
テ
養
成
セ
ラ
レ
、
ゾ
者
卜
調
ツ

ベ
キ
ナ
リ
敢
テ
問
フ
同
窓
ノ
諸
君
ヨ
卿
等
ハ
是
ノ
元
気
ヲ
褐

タ
ル
我
校
生
徒
卜
自
称
ス
ル
ヲ
得
ル
カ

こ
こ
に
は
、
「
品
格
ヲ
養
ヒ
」
「
生
命
ヲ
得
」
「
真
正

ノ
人
間
L
 
た
ろ
う
と
す
る
若
き
学
徒
牧
野
の
気
的

な
求
道
的
態
度
が
察
知
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
牧
野

は
同
志
社
卒
業
後
柏
木
の
紹
介
で
熊
本
東
亜
学
館

の
教
師
を
一
年
勤
め
、
二
六
年
九
月
よ
り
同
志
社
予

茎註ゞニ
^^

^^^^
^^^
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^^^^^
^

^^^^^
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備
校
寮
長
と
し
て
再
び
母
校
に
桐
る
。

三
、
張
教
藹
1
 
「
北
海
道
バ
ン
ド
L
 
の
一

員
と
し
て

同
志
社
を
辞
し
、
牧
野
が
就
い
た
事
業
は
北
海
道

集
治
監
、
十
勝
分
準
の
教
藹
事
李
あ
り
、
そ
の

就
任
期
間
も
明
治
二
八
年
二
月
か
ら
三
月
迄
と
極

め
て
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
体
験
こ
そ
、
後

の
牧
野
の
思
想
形
成
の
上
で
重
要
な
鍵
を
秘
め
て
い

る
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

明
治
一
四
年
、
樺
P
に
集
治
監
が
纏
さ
れ
て
以

来
北
海
道
に
は
内
地
の
多
数
の
囚
人
が
移
送
さ
れ

た
が
、
そ
こ
で
は
、
北
海
道
劇
拓
と
相
俟
っ
て
囚
人

達
を
極
め
て
苛
酷
な
外
役
労
働
に
懲
し
て
い
た
。
か

か
る
中
に
あ
っ
て
、
明
治
三
年
、
原
胤
昭
の
赴
任

後
、
火
井
上
耀
前
を
中
心
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
教

需
達
が
囚
人
へ
の
伝
道
教
育
、
感
化
事
業
に
尽

力
し
て
い
た
。
牧
野
の
先
輩
た
る
留
岡
も
「
暗
き
に

光
を
照
ら
す
」
と
い
う
強
い
召
命
感
を
も
ち
渡
道
し

て
い
た
し
、
他
に
同
志
社
出
身
の
阿
部
政
恒
、
松
尾

音
次
郎
、
末
吉
保
造
、
山
本
徳
尚
、
水
崎
基
一
、
中
江

汪
ら
も
該
事
業
に
加
わ
っ
て
い
九
。
同
志
社
時
代
に

「
天
父
を
信
じ
、
隣
人
を
愛
し
」
「
最
小
者
の
一
人
に

奉
仕
」
す
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
牧
野
も
敢
然
と
そ
の

中
に
入
り
、
同
労
者
と
な
っ
て
い
っ
た
。

牧
糎
当
時
の
状
況
を
「
諸
鞭
諸
染
治
監
な
ど

を
巡
視
し
て
勘
な
か
ら
ざ
る
慧
を
抱
き
申
候
宗
教

家
教
育
家
若
し
く
は
社
会
的
問
題
を
気
に
懸
け
る
人

々
等
は
是
非
一
考
を
煩
は
す
べ
き
事
と
存
じ
候
兎
に

角
社
会
水
平
線
以
下
に
堕
落
し
を
る
同
胞
等
の
こ
と

に
御
座
候
間
世
人
の
注
目
を
惹
く
こ
と
少
な
く
為
め

に
度
外
視
せ
ら
れ
を
る
事
と
存
候
:
:
・
・
後
略
・
・
:
・
,
」

(
『
同
志
社
文
学
』
第
ハ
ヒ
号
)
と
忌
悼
な
き
慧
を

北
辺
の
地
よ
り
認
め
て
い
る
。
又
、
『
獄
事
叢
書
』

第
三
舌
ぢ
で
は
「
彼
れ
豬
衣
を
纒
ひ
鉄
鎖
に
縛
せ
ら

れ
身
は
圖
圖
の
中
に
坤
吟
す
る
悪
漢
無
頼
の
徒
と
難

も
同
じ
く
此
れ
『
人
の
子
』
に
非
ず
や
若
し
此
を
処

す
る
に
『
人
の
子
』
の
道
を
以
て
す
れ
ぱ
彼
等
も
亦

『
人
の
子
』
た
る
改
俊
を
な
す
べ
き
な
り
し
と
、
世

間
よ
り
排
斥
せ
ら
れ
た
幽
囚
の
徒
に
対
し
同
じ
「
人

の
子
」
と
し
て
向
き
あ
っ
て
い
く
姿
勢
を
一
尓
し
、
そ

し
て
「
監
獄
事
業
」
は
「
教
育
李
業
」
で
あ
る
と
主

唱
し
て
い
る
。
勿
論
、
か
か
る
考
え
方
は
他
の
キ
リ

ス
ト
教
教
許
師
と
意
見
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
し
、
生
江
孝
之
が
後
に
「
北
海
道
バ
ン
ド
L
 
と
称

し
た
よ
う
に
、
牧
野
を
含
め
た
彼
ら
の
功
績
は
、
キ

リ
ス
ト
教
史
の
み
な
ら
ず
、
行
刑
史
上
か
ら
も
高
く

評
価
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
軌
道
に
乗
り

つ
つ
ぁ
っ
た
牧
野
ら
の
璽
は
、
北
海
道
集
治
監
の

官
制
改
革
に
伴
っ
て
生
じ
た
仏
教
系
教
壽
師
と
の
教

誰
方
法
の
棚
誘
を
来
九
し
、
不
幸
に
も
明
治
二
八
年

三
月
、
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
連
訣
辞
職
」

で
教
藹
事
業
を
叩
途
で
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

九
牧
野
は
、
明
治
二
九
年
一
月
、
当
時
米
国
に
遊
学

し
て
い
た
留
岡
に
不
良
少
年
の
感
化
事
業
の
必
要
性

と
そ
れ
に
尽
癒
す
る
覚
悟
を
の
べ
、
次
の
よ
う
な
書

飾
を
認
め
て
い
る
。

伝
道
者
と
し
て
ハ
、
所
謂
説
法
計
り
に
て
ハ
不
十
分
な

り
0
 
人
々
の
出
0
電
一
0
=
ぐ
ゆ
の
問
題
に
直
接
の
影
響
な
く

ん
ぱ
到
底
腰
柱
守
株
の
迂
柵
た
る
に
過
ぎ
ず
と
ハ
、
此
れ
小

生
が
十
ケ
月
間
監
獄
の
中
に
あ
り
て
人
生
の
堕
落
史
を
研
究

し
た
る
末
の
発
明
に
御
座
候
。
故
に
将
来
の
伝
道
者
ハ
、
少

く
と
も
身
自
ら
一
代
の
師
表
を
以
て
任
じ
得
ら
る
、
者
に
非

ん
ぱ
、
グ
メ
な
り
と
悟
り
申
し
候
0
 
か
、
れ
ぱ
、
モ
ツ
ト
活

動
多
く
し
て
活
気
多
き
所
謂
活
き
た
人
問
で
な
く
て
ハ
、
速

も
宗
教
家
に
ハ
な
ら
れ
ぬ
事
と
、
深
く
自
ら
警
め
を
り
候
0

同
心
協
力
一
方
に
於
て
は
精
神
界
の
革
命
軍
を
以
て
自
ら

期
し
、
一
方
に
於
て
ハ
プ
リ
ヅ
ン
・
ウ
ヲ
ー
ク
革
命
軍
の
急

先
鋒
を
以
て
自
ら
任
じ
、
俗
吏
輩
に
ハ
感
化
の
何
た
る
を
知

ら
し
め
、
教
会
の
人
々
に
ハ
活
動
の
何
た
る
を
知
ら
し
め
、

進
ん
で
は
邦
家
人
心
の
革
新
を
期
し
、
退
ひ
て
は
同
志
諸
友

の
団
結
を
図
り
、
以
て
畿
分
な
り
と
も
我
党
の
本
色
を
天
下

に
発
表
す
る
事
を
得
は
豈
又
快
な
、
"
ず
や
・
・
・
・
・
・
云
々
。

(
『
留
岡
幸
助
日
記
』
第
一
巻
)

フフ

ノ、



こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
で
の
事
業
は
一
年
に
も
み

た
な
か
っ
た
が
、
牧
野
は
社
会
の
最
暗
黒
を
自
ら
体

験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
精
神
界
の
革
命
軍
L
 
マ
フ

リ
ヅ
ン
・
ウ
ヲ
ー
ク
の
革
命
軍
」
の
急
先
鋒
を
自
ら

任
じ
、
真
の
宗
教
家
た
ら
ん
と
の
覚
悟
を
持
つ
に
至

つ
ナ

四
、
そ
の
人
生
観

牧
野
は
明
治
二
九
年
二
月
よ
り
土
佐
教
会
を
牧

し
、
其
後
、
三
年
間
の
工
ー
ル
大
学
留
学
を
了
へ
、

明
治
三
六
年
一
一
月
よ
り
、
大
正
五
年
一
月
ま
で
爾

来
一
三
年
間
、
京
都
四
条
教
会
を
牧
す
る
。
こ
の

間
、
明
治
三
七
年
に
宮
川
経
輝
よ
り
按
手
礼
を
受

け
、
彼
の
主
著
と
も
称
せ
る
『
基
督
の
聖
訓
』
を
上

梓
す
る
。
こ
の
著
作
は
宮
川
経
輝
と
の
共
著
で
牧
野

は
そ
の
前
篇
「
基
督
の
人
訓
」
を
担
当
し
て
お
り
、

小
著
で
あ
る
が
、
牧
野
の
キ
リ
ス
ト
教
観
や
人
生
観

を
知
る
上
で
看
過
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

牧
野
は
、
こ
の
著
作
の
冒
頭
で
「
人
多
き
人
の
な

か
に
も
人
ぞ
な
き
、
人
と
な
れ
人
、
人
と
な
せ
人
」

と
い
う
古
人
の
歌
を
引
き
、
「
人
格
の
修
養
」
と
い

う
「
永
久
の
問
題
」
と
と
も
に
、
一
方
で
「
、
永
久
の

解
釈
」
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
が
「
基
督
の
聖

訓
」
に
あ
る
と
す
る
。
「
基
督
の
教
訓
」
と
は
「
其

主
旨
と
す
る
処
は
己
を
棄
て
て
天
父
に
帰
り
同
胞
の

為
に
奉
事
し
て
此
世
を
天
父
の
聖
意
に
協
ふ
神
の
国

と
な
す
に
あ
り
。
」
と
、
こ
う
し
て
、
人
の
人
九
る

資
格
や
使
A
叩
、
本
領
を
論
じ
て
い
く
。
又
、
第
五
章

の
「
理
想
の
人
」
の
段
で
は
、
「
人
の
人
た
る
修
徳

の
理
想
は
則
ち
こ
の
目
に
見
え
ざ
る
天
父
の
聖
霊
に

対
し
て
時
々
刻
々
自
ら
匡
し
自
ら
励
む
」
こ
と
に
あ

る
と
論
じ
、
理
想
の
人
と
は
、
「
霊
的
生
活
を
な
す

人
な
り
。
人
間
以
上
の
霊
界
に
遊
び
て
人
知
れ
ず
燿

れ
喜
び
且
つ
励
む
人
な
り
。
し
と
説
い
て
い
る
。
又
、

第
七
章
「
躬
行
の
人
」
で
人
格
を
論
じ
て
「
人
の
人

た
る
人
格
は
、
天
父
の
聖
意
の
上
に
築
て
、
始
め
て

完
成
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
べ
し
。
恰
も
千
歳
経
る
大

磐
石
を
基
礎
と
し
て
、
堅
固
な
る
建
築
物
を
建
て
得

る
如
く
、
千
古
を
貫
き
て
、
偸
ら
ず
変
ぜ
ざ
る
天
父

の
聖
意
に
基
く
も
の
に
非
れ
ば
、
人
は
永
生
の
途
に

入
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
し
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
著
は
真
に
、
人
と
し
て
の
生
く
べ
き
あ
り

方
を
、
キ
リ
ス
ト
者
の
立
場
よ
り
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

勿
論
、
こ
の
よ
う
に
理
念
化
さ
れ
た
「
人
」
と
し

て
の
有
り
様
は
、
真
の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
存

在
、
ひ
い
て
は
、
牧
野
自
身
の
問
い
に
拘
わ
っ
て
く

る
。
即
ち
、
牧
野
に
と
っ
て
永
久
の
「
修
養
L
 
の
場

と
し
て
人
生
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
人
と
し
て
の
在

り
方
を
終
生
索
め
続
け
た
結
果
が
、
多
岐
に
亘
る
足

跡
と
な
っ
て
残
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
彼
は

い
う
。
「
如
何
に
し
て
人
の
人
た
る
資
格
を
全
ふ
し
、

其
使
命
を
果
し
、
其
本
領
を
発
揮
し
て
、
こ
の
世
に

生
れ
甲
斐
あ
る
者
と
な
る
を
得
べ
き
か
。
立
身
出
世

の
問
題
に
非
ず
、
得
失
利
害
の
条
件
に
非
ず
、
畢
寛

こ
れ
ら
は
人
生
の
方
法
か
手
段
に
過
ぎ
ざ
れ
ぱ
、
た

と
ひ
そ
の
解
釈
は
成
功
す
れ
ぱ
と
て
、
人
生
の
成
功

と
云
ふ
べ
き
に
非
ず
」
(
『
基
督
の
聖
訓
』
)
と
。

晩
年
、
牧
野
自
ら
「
我
等
人
間
は
未
完
成
で
あ
る

べ
き
だ
。
未
完
成
で
あ
れ
ぱ
こ
そ
生
き
て
居
る
の
で

は
な
い
か
」
即
ち
、
「
未
完
成
の
解
決
」
(
『
針
の
穴
か

ら
』
)
と
い
う
人
生
哲
学
に
辿
り
つ
い
て
い
る
の
も
、

真
の
解
決
を
天
上
界
に
期
し
た
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
観

に
終
止
す
る
も
の
で
あ
っ
九
。

牧
野
は
以
上
の
よ
う
に
、
若
き
時
に
新
島
襄
の
薫

陶
を
受
け
、
牧
会
、
教
育
、
社
会
事
業
に
身
を
挺

し
、
戦
後
ま
で
長
い
人
生
を
送
っ
九
数
少
な
い
同
志

社
人
の
一
人
で
あ
っ
九
。

(
昭
和
五
十
一
年
大
学
院
卒
・
高
野
山
大
学
専
任
講

師
)
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